
高温に対する農作物技術対策 

                                令和４(2022)年８月３日 

                                上都賀農業振興事務所経営普及部 

上都賀地域農業気象災害対策協議会 

 

  気温が高い状態が続いています。「関東甲信地方 １か月予報（気象庁令和４年７月28日気象

庁発表）」では向こう１か月の気温が高い確率60％、また「２週間気温予報（気象庁令和４年８

月３日５時発表）」では、今週と来週は最高気温が平年より高いと予想されています。 

 農作物の管理については、以下の技術対策により高温の影響を軽減するよう努めてください。 

なお、気象庁から「熱中症警戒アラート」が発表されるなど、熱中症の危険性が極めて高い気

象状況になる場合は、体調管理に十分に注意してください。 

 

〔関東甲信地方 １か月予報（令和4年7月28日発表・気象庁）〕 

https://www.jma.go.jp/bosai/season/#area_type=offices&area_code=090000&term=1month 

〔２週間気温予報（令和4年8月3日5時発表・気象庁）〕 

https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/twoweek/?fuk=41 

〔高温に関する早期天候情報（令和4年8月1日14時30分発表・気象庁）〕 

https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/souten/?reg_no=0&elem=temp 

〔熱中症警戒アラート（毎日:当日対象 朝5時、翌日対象 夕方17時・気象庁）〕 

https://www.jma.go.jp/bosai/information/index.html#format=table&area_type=offices&ar

ea_code=090000 

 

Ⅰ 普通作物 

 １ 水 稲 

(1) 高温時に長期間湛水すると根腐れが発生しやすいので、こまめな間断かん水により根の

健全化を図る。 

(2) 登熟期における稲体の活力が低下するのを防ぐため、葉色、草丈、茎数などで生育診断

を行い、適期に適量の穂肥を施用する。 

(3) 出穂期から20日間のほ場内水温、地温を下げることで、胴割粒、白未熟粒の発生が少な

くなる。具体的には、足跡に水がたまっている程度まで自然落水し、気温が下がる夕方以

降に入水する「間断かん水」を繰り返す。 

(4) 落水時期は出穂後30日頃とし、その後も高温・多照が続く場合は、ほ場条件を考慮し、

収穫７～10日前まで走り水を行う。 

(5) 畦畔等にカメムシ類の発生が多いほ場は、出穂期、乳熟期に登録のある殺虫剤で防除す

る。 

(6) 普通植栽培では幼穂形成期から幼穂伸長期にあたり、花粉が形成され幼穂が急速に成長

する。この時期に用水が不足すると不稔、白穂を生じ、減収するおそれがあるため、田面

が乾かないようかん水を行う。 

〔参 考〕 

○ 令和4(2022)年度病害虫発生予報第4号（令和4年7月22日･栃木県農業環境指導センター） 

http://www.jppn.ne.jp/tochigi/file/yosatu/2022/yohou/yohou202207.pdf 
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○ BLASTAMによる葉いもち感染好適条件判定結果 

（令和4年8月2日・栃木県農業環境指導センター） 

 http://www.jppn.ne.jp/tochigi/file/data/Blastam/2022.htm 

○ 斑点米カメムシ類の発生に注意しましょう 

（令和4年7月28日・栃木県農業環境指導センター） 

 http://www.jppn.ne.jp/tochigi/file/yosatu/2022/sokuhou/2022sokuhou10.pdf 

 

２ 大 豆 

(1) 開花期を迎えており、土壌乾燥の影響で花数減少が懸念されるため、暗渠が施工してあ

る水田では暗渠の排水弁を閉める。 

(2) １週間以上晴天が続き、頂小葉が立ち上がり反転して見えたら、畦間かん水を行う。 

なお、排水の悪いほ場は湿害発生の危険があるので、かん水は行わない。 

(3) かん水は、気温の低い時間帯に短時間で行い、ほ場全体に行きわたったら（土壌の色が

変わる程度）速やかに排水する。 

(4) カメムシ類、ヨトウムシ類の発生に注意し、発生初期に登録のある農薬で防除する。 

 

Ⅱ 特用作物 

１ こんにゃく 

(1) アブラムシ類の発生に注意し、登録のある農薬で防除する。 

(2) 白絹病の発生が確認されたら、直ちに登録のある殺菌剤で防除する。 

(3) 日焼け症等の高温対策のため固着性展着剤を使用する。気温が高い日中の薬剤散布は避

ける。 

 

Ⅲ 野 菜 

１ 野菜共通 

(1) かん水設備を備えたほ場では、生育や土壌の乾燥状態に応じたかん水を行う。かん水

は、気温が低下している早朝を中心に実施する。 

(2) 施設野菜では、ハウス内の気温上昇を抑制するため、遮光資材（遮光カーテン、遮光ネ

ット、遮光ペンキ等）や換気ファン等をフル活用する。特に、防虫ネットを展張したハウ

スでは、換気ファン等による強制換気に努める。 

(3) 遮光資材の過度な利用は、作物の軟弱徒長を招くので注意する。 

(4) 収穫した野菜は、できるだけ涼しい所に置き（風が当たらない所）、鮮度を保つ（予冷

庫があれば予冷庫に入れる）。 

(5) アブラムシ類、アザミウマ類、ハダニ類が発生しやすいので、登録のある農薬で計画的

に防除する。 

 

 ２ いちご 

(1) 育苗ハウスでは、苗の高さの通風性を高めるため、株間を広げるとともに、サイドや妻

面の換気量を増やす。また、換気扇や必要に応じて遮光を行い、ハウス内の気温を下げ

る。 

(2) ポット育苗は培地が乾燥しやすいので、朝や日中のかん水についてはかん水回数を増や

す。かん水むらや長時間の過湿にならないように注意する。 

(3) 高温により炭疽病や疫病が発生しやすいので、登録のある農薬で計画的に防除する。 

http://www.jppn.ne.jp/tochigi/file/data/Blastam/2022.htm
http://www.jppn.ne.jp/tochigi/file/yosatu/2022/sokuhou/2022sokuhou10.pdf


〔参 考〕 

○ イチゴ炭疽病、萎黄病の発生に注意しましょう（令和4年8月1日・栃木県農業環境指導センター） 

 http://www.jppn.ne.jp/tochigi/file/yosatu/2022/sokuhou/2022sokuhou11.pdf 

 

３ トマト、きゅうり（夏秋作型、抑制作型） 

(1) 高温の影響で着果不良、着色不良等の発生のほか、草勢低下による収量・品質の低下が

懸念される。乾燥に応じたかん水を行うとともに、遮光カーテン等を使用し気温上昇を抑

える。 

(2) 育苗時期にあたる場合は、高温により生育がやや軟弱となりやすい。適正管理（換気、

遮光、こまめなかん水等）を行い、健苗育成を行う。 

(3) 定植時期にあたる場合は、定植後の植え傷み防止のため、遮光カーテン等を使用し気温

上昇を抑え、こまめなかん水を行う。 

 

４ な す 

(1) 土壌の乾燥状態を把握して必要に応じたかん水を行う。 

(2) チャノホコリダニが多発するので、早期発見し防除を行う。 

 

５ さといも 

(1) 高温・乾燥の影響で、地上部の繁茂不足によるいもの肥大不良が懸念される。積極的な

かん水を行い、乾燥を防ぐ。 

 

 ６ 秋冬にら・夏にら 

(1) 高温・乾燥による生育遅延、葉先の枯れ等、収量・品質の低下が懸念される。乾燥に応

じたかん水を行うとともに、遮光ネット等を使用し気温上昇を抑える。 

(2) 白絹病等が発生しやすいので、登録のある農薬で計画的に防除する。 

 

７ 高冷地ほうれんそう 

(1) 高温による生育遅延、萎凋病の発生、収量・品質の低下が懸念される。遮光ネット等を

使用し、気温上昇を抑える。 

 

８ アスパラガス 

(1) 高温・乾燥による生育遅延、葉先の枯れ、収量・品質の低下が懸念される。開口部を大

きく取るように、肩換気やハウス妻面部に換気口を設置する。また、遮光ネット（遮光率

30～40％程度）をハウス屋根に載せ気温上昇を抑えるとともに乾燥に応じてこまめなかん

水を行う。 

   

Ⅳ 果 樹 

１ 果樹全般 

(1) 草生園は土壌水分の競合を防ぐため、草刈りを行う。なお、除草によってハダニ類の発

生を助長することがあるため、株元を残すなどのトラ刈りとする。 

(2) ハダニ類が発生しやすいので、登録のある農薬で計画的に防除する。 

(3) 高温乾燥が続く場合は、適宜かん水を行う。 

(4) 収穫した果実は、直射日光の当たるところを避け、涼しい場所で保管する。 

http://www.jppn.ne.jp/tochigi/file/yosatu/2022/sokuhou/2022sokuhou11.pdf


〔参 考〕 

○ 果樹カメムシ類の発生量が増加しています（令和4年7月15日・栃木県農業環境指導センター） 

 http://www.jppn.ne.jp/tochigi/file/yosatu/2022/sokuhou/2022sokuhou7.pdf 

 

２ な し 

(1) 高温が続く場合、果色（地色）の進みが鈍くなることがあるため、食味等を確認しなが

ら適期収穫を徹底する。 

(2) 日焼けの程度が重い果実は、日持ちが短くなるので、病害虫被害果等と併せて予備選果

を徹底する。 

 

３ りんご 

(1) 早生種は、高温により果実の日焼けや着色遅延、果肉が軟化しやすいので、収穫が遅れ

ないように注意する。 

(2) 着色向上の反射シートは、高温により日焼けを助長することがあるため、高温が続く

場合は無理に敷設しない。 

〔参 考〕 

○ リンゴ斑点落葉病の拡大を抑えましょう（令和4年7月20日・栃木県農業環境指導センター） 

 http://www.jppn.ne.jp/tochigi/file/yosatu/2022/sokuhou/2022sokuhou8.pdf 

 

４ ぶどう 

(1) 高温乾燥が続くと果実の日焼けや着色遅延、果粒の軟化になるおそれがあるので、果

実品質を確認しながら適期収穫を行う。 

 

Ⅴ  花  き 

１ 花き共通 

(1) 露地栽培では、土壌の乾燥状態を把握して必要に応じた潅水を行う。 

(2) 施設栽培では、施設内の温度上昇を抑制するため、妻面・側面を開放するとともに、遮

光資材（遮光カーテン、遮光塗布剤等）や循環扇を活用する。細霧冷房装置、ヒートポン

プ装置等を設置している施設では、当該装置を有効に利用して適切な温度及び湿度の管理

に努める。 

(3) アブラムシ類、アザミウマ類、ハダニ類が発生しやすいので、登録のある農薬で計画

的に防除する。 

 

２ き く 

(1) 高温の影響で、開花遅延の発生が懸念されることから、遮光資材や循環扇を活用し、

施設内温度の低下に努める。 

 

３ シクラメン 

(1) 高温時に土壌中の窒素濃度が高いと花芽分化が遅れるので、液肥の濃度を低くし、必

要に応じた施肥を行う。 

 

Ⅵ  畜 産 

 １  畜舎の暑熱対策 

http://www.jppn.ne.jp/tochigi/file/yosatu/2022/sokuhou/2022sokuhou7.pdf
http://www.jppn.ne.jp/tochigi/file/yosatu/2022/sokuhou/2022sokuhou8.pdf


(1) 遮光ネット、よしず、グリーンカーテン等により直射日光の侵入を防ぐ。 

(2) 屋根に石灰、白ペンキ、断熱塗料を塗装し、畜舎内の温度の上昇を抑える。 

(3) 壁面や窓を開放し風通しをよくする。風の流れを妨げる障害物は移動する。 

(4) 扇風機は、外気を取入れ風が一方向に流れるように、また家畜の体感温度を下げるた

め、家畜の体（牛の場合、首や肩等の上半身）に風が当たるように配置する。 

(5) ファンにクモの巣やホコリが付着すると送風効率が下がるので、ファンを清掃する。 

(6) 屋根に散水する。屋根が高温になる前から散水するのが効果的である。 

(7) 細霧装置を設置する。送風と組み合わせるとより効果的である。 

 

  ２  飼料給与・飼養管理対策 

(1) 家畜の行動をよく観察し、異常家畜の早期発見・早期治療に努める。 

(2) 密飼いを避け、体感温度と家畜のストレスを低減する。 

(3) 乳牛、繁殖牛等は夜間放牧を行う。 

(4) 畜舎環境を良好に保ち、アンモニアやハエの発生を防ぐ。 

(5) 牛では上半身を中心にバリカンで毛刈りを行い体熱を放散させる。 

(6) 温湿度計（THIメータ）を設置し、家畜の暑熱ストレスを把握する。 

(7) 新鮮な冷水が充分に飲めるよう配慮する。 

(8) 水槽やウォーターカップを清掃する。 

(9) 良質で消化性の良い飼料、細断した粗飼料、ビタミンやミネラルを給与する。 

(10)泌乳牛に重曹等の緩衝材を給与し、ルーメン内のpH低下を抑える。 

(11)サイレージの二次発酵、加水ＴＭＲ飼料の変敗に注意する。 

(12)飼料は涼しい時間帯に給与する。給与回数を増やし、採食量の低下を抑える。 

(13)飼槽の清掃、エサ寄せをこまめに行う。 

(14)牛体に散水を行い十分な送風、喚起を行い、水分を気化させる。ただし、周囲の湿度を

上昇させるおそれがあるので、排水設備のある牛舎で行うことが望ましい。 

 

Ⅶ その他 

１ 熱中症予防等の健康管理・感染症感染拡大防止 

  (1) 気温が高い日が続き、熱中症発生リスクが高くなるので、健康管理に十分注意し

無理のない作業計画、こまめな水分・塩分補給と休憩など、適切な熱中症予防対策

をとる。 

〔参 考〕 

○ 熱中症予防情報サイト（環境省） 

  https://www.wbgt.env.go.jp/ 

○ 熱中症予防パンフレット（栃木県保健福祉部） 

  https://www.pref.tochigi.lg.jp/d02/documents/heatstroke_leaflet.pdf 

 
 

https://www.wbgt.env.go.jp/
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(2) 新型コロナウイルス感染症に対する栃木県の警戒度は「警戒度レベル２（感染急拡

大）。引き続き、健康管理に留意し感染拡大防止に努める。 

〔参考〕 

○ 新型コロナウイルス警戒度レベル２･感染急拡大（令和4年7月26日 栃木県） 

https://www.pref.tochigi.lg.jp/e04/welfare/hoken-eisei/kansen/hp/202207level 

2.html 

 

 ２ 農作業事故防止 

(1) 農作業事故防止、特に農業用機械使用時の事故防止に万全を期す。 

 ・傷害保険加入への声かけ。 

 

 ３ 農薬危害防止運動令和４(2022)年度栃木県農薬危害防止運動の実施について 

(1) 農薬に対する正しい知識を広く普及し、農薬による事故並びに農薬の不適正な使用

及び販売を防止するため、農薬危害防止運動を実施中。 

   ・実施期間：令和４(2022)年6月1日から8月31日の3か月間及び11月1日から令和５ 

(2023)年1月31日の3か月間の合計6か月間 

   ・重点実施事項：農薬適正使用・管理の徹底 他 

 
〔参考〕 

○ 令和４(2022)年度栃木県農薬危害防止運動の実施について（令和4年5月13日 経営技術課） 

  https://b2b-ch.infomart.co.jp/news/detail.page?IMNEWS1=3271286 

○ 令和４(2022)年度栃木県農薬危害防止運動実施要領（PDF：226KB） 

  https://www.pref.tochigi.lg.jp/g04/houdou/documents/20220512093314.pdf 

○ 農薬ラベルの読み上げ運動について（PDF：766KB） 

  https://www.pref.tochigi.lg.jp/g04/houdou/documents/20220512093355.pdf 

○ 生産者の皆様へ（PDF：334KB） 

  https://www.pref.tochigi.lg.jp/g04/houdou/documents/20220512093419.pdf 

○ 農薬販売者の皆様へ（PDF：335KB） 

  https://www.pref.tochigi.lg.jp/g04/houdou/documents/20220512093439.pdf 

 

４ 農業共済への加入 

(1) 気象変動に伴う極端な気象現象が増加し、農業災害発生のリスクが高まっている。

もしものときの備えに、収入保険や各種共済への加入を勧める。 

  (2) 気象情報や技術対策など有用な情報を得られる、栃木農業防災メールの登録を勧

める。 

 

 

～栃木県からのお知らせです～

６月～8月は、「栃木県農薬危害防止運動」の実施期間です。

・安全作業の第一歩！ 農薬散布時の身支度は万全に！

・いつものチェック！ 農薬使用の際は、ラベルをよく読み正しく使いましょう！

・農薬散布のその前に！ 風量や風向きに注意して、飛散防止に努めましょう！

https://www.pref.tochigi.lg.jp/e04/welfare/hoken-eisei/kansen/hp/202207level　2.html
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https://www.pref.tochigi.lg.jp/g04/houdou/documents/20220512093314.pdf
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g04/houdou/documents/20220512093355.pdf
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g04/houdou/documents/20220512093419.pdf
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g04/houdou/documents/20220512093439.pdf


〔参考〕 

○ 農業共済ＨＰ（全国農業共済協会） 

  http://www.nosai.or.jp/ 

○ 栃木県農業共済組合ＨＰ 

  https://www.nosai-tochigi.or.jp/ 

○ ｢とちぎ農業防災メール配信のお知らせ｣（栃木県農政部経営技術課） 

https://www.pref.tochigi.lg.jp/g04/kisyousaigai/documents/bousaimail_pr.pdf 

 

５ 農作物、農業用機械等の盗難防止 

(1) 県内でもトラクター等農業用機械、肥料・農薬等の農業用資材、農作物の盗難が 

発生している。機械の鍵の保管、農業用資材の保管（農薬庫の施錠等）、センサー 

ライト設置など、盗難防止対策に万全を期す。 

http://www.nosai.or.jp/
https://www.nosai-tochigi.or.jp/
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g04/kisyousaigai/documents/bousaimail_pr.pdf

